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１－１．令和７年に発生した死亡災害
菊池労働基準監督署管内において、令和７年は死亡災害は６件発生した。うち３件が建設業における災害であった。

死亡災害事例①
＜発生状況＞
横転したドラグショベルのヘッドガードと運転席の間に被災者が横たわっているところを近所

の住民が発見し、救急搬送されたもの。
被災者は、当該場所からドラグショベルを車両積載型トラッククレーンを用いて移動させるた

めの移送作業に従事していた。発見時、当該トラッククレーンの荷台がジャッキアップされ、固
定されていない道板が当該ドラグショベル付近に落ちていた。

被災者は、シートベルト未着用であり、また、ドラグショベルを運転するための技能講習、特
別教育等未修了者であり、いわゆる無資格であった。

＜データ＞
発生月︓２月 事故の型︓２ｍ未満からの墜落
性別︓男性 起因物︓建設機械等
年齢︓60代
経験︓１年

＜事故原因について（推定含む）＞
 ドラグショベルを運転するための技能講習、特別教育等が未修了であり、いわゆる無資格で

あったこと
 ドラグショベルを用いての作業（本件の移送作業）を行うための作業計画がなく、当該作業

の危険性把握があいまいなまま、単独作業をさせたこと
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１－１．令和７年に発生した死亡災害
菊池労働基準監督署管内において、令和７年は死亡災害は６件発生した。うち３件が建設業における災害であった。

死亡災害事例②
＜発生状況＞
工場天井裏の空調設備設置工事において、休憩のために当該天井裏（パネル板）を歩いていた

ところ、本来通る予定としていない人通口を通ったため、廊下天井裏（ケイカル板）に出てしま
い、その天井を踏み抜いて、３．６ｍ下の廊下に墜落した。

休憩に入るための移動中であったこともあり、ヘルメットは着用しておらず、墜落制止用器具
も使用していなかった。

天井裏での作業は、その日が初めてであり、天井裏での移動ルートは、その日の作業開始時の
安全朝礼において、現場代理人から図面を用いて説明されていた。

＜データ＞
発生月︓７月 事故の型︓２ｍ以上からの墜落・転落
性 別 ︓男性 起因物︓仮設物・建築物・構築物等
年 齢 ︓60代
経 験 ︓13年

＜事故原因について（推定含む）＞
 ケイカル板強度が作業員の体重等に耐えるものではなかったこと
 作業の関係上立ち入る予定のない箇所に表示等しておらず、通るべき通路の見える化がな

されてなかったこと
 作業現場にいたにもかかわらず、ヘルメットを外していたこと
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１－１．令和７年に発生した死亡災害
菊池労働基準監督署管内において、令和７年は死亡災害は６件発生した。うち３件が建設業における災害であった。

死亡災害事例③
＜発生状況＞
重機運搬車がアウトリガーでジャッキアップさせていた状態で停車しており、車底部のＰＴＯ

シャフトに被災者の右腕が巻き込まれ、宙に浮いていたところを同僚が発見した。
エンジンはオンの状態で、ＰＴＯ切替ボタンが押下されていたが、発見時、エンジンは動いて

いなかった。
なお、被災者は重機他車両整備業務に従事している者で、通常、整備は単独作業であった。

＜データ＞
発生月︓12月 事故の型︓はさまれ・巻き込まれ
性 別 ︓男性 起因物︓動力運搬機
年 齢 ︓70代
経 験 ︓33年

＜事故原因について（推定含む）＞
 車両整備において、車体をシザーリフト等専用機材を用いることなく、アウトリガーによ

り車両をジャッキアップさせて車底部で作業をさせていたこと
 ＰＴＯが回転している状況で、それに巻き込まれるおそれがあったにもかかわらず、機体

を停止させていなかったこと
 当該車両整備が事業場内安全管理活動の範疇とされておらず、被災者任せとなっていたこ

と
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１－２．令和７年に発生した死亡災害（特徴）

死亡災害事例① ⇒ 重機移送作業中

死亡災害事例② ⇒ 休憩のための移動中

死亡災害事例③ ⇒ 車両整備部門による作業

建設工事作業そのものではないが、工事に付随して行われる作業・行動

事業場における安全管理活動の範囲から外れているというリスク
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１－２．令和７年に発生した死亡災害（要請事項）

【概要】
○ 付随する業務の洗い出し
○ 現状のパトロール範囲の見直しと洗い出した業務に対する活動
○ リスクアセスメントの実施及び結果の周知徹底
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１－２．令和７年に発生した死亡災害（要請事項）

○ 付随する業務の洗い出し
付随する業務の洗い出しに当たっては、次の点に留意し、どう

いった作業があるかを整理すること。なお、整理にあたっては、現
場で実施するＫＹ活動手法を用いて差し支えない。

＜労働者等に着目した事項＞
・ 労働者等の勤務開始時における作業（準備、朝礼、移動）
・ 労働者等の休憩における行動（移動、飲食）
・ 労働者等の勤務終了間際の作業（片付け、終礼、移動）
＜資材、重機等に着目した事項＞
・ 資材、重機の搬入搬出における作業（移送）
・ 移動式クレーン等の走行作業（移送、車両走行）
＜場所に着目した事項＞
・ 現場以外に労働者が作業する場所（事務所、休憩所、公道）
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１－２．令和７年に発生した死亡災害（要請事項）

○ 現状のパトロール範囲の見直しと洗い出した業務に対する活動
店社における安全管理活動のほか事業場において実施している安

全朝礼、安全パトロールといった取組が現場のみならず、事務所、
土場、倉庫といった付随する作業を行う可能性がある場所も含めて
いるか確認すること。

現場のみを安全管理活動の対象としており、付随する作業を含め
ていない場合は、上記において洗い出した作業に関するパトロール
等実施し、現状の実態を把握すること。

○ リスクアセスメントの実施及び結果の周知徹底
上記において洗い出した作業及び把握した実態を踏まえて、リス

クアセスメントを実施すること。リスクアセスメントを実施した上
でのリスク低減策の材料として、次の参考資料があること。



2021年4月1日

建設業における労働災害発生状況

２



２．災害発生件数の推移（全業種）
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２．年齢別災害発生件数の推移（全業種）
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２．当署管内における労働災害防止方針
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２．当署管内における労働災害防止方針
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２．年齢別災害発生件数の推移（建設業）
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２．年齢別災害発生件数の推移（事故の型／起因物）
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239件, 35%

90件, 13%
80件, 12%

70件, 10%

203件, 30%

墜落・転落 行動災害
激突され はさまれ・巻き込まれ
その他

＜災害発生状況＞
平成28年〜令和７年の死傷病報告

（死亡又は休業４日以上）の合計値
統計確定後に提出されたものを含む

墜落・転落災害
作業床・屋根上からの墜落︓129件
脚立・はしごからの墜落︓66件
クレーン、車両系建設機械からの墜落︓27件

死亡災害︓13件
墜落・転落災害︓７件

作業床・屋根上からの墜落︓６件
車両系建設機械からの墜落︓１件

熱中症︓８件（うち死亡１件）



2021年4月1日法改正事項
〜個人事業主等の安全衛生対策の推進〜

３



３．法改正事項〜個人事業主等の安全衛生対策の推進〜
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３．法改正事項〜個人事業主等の安全衛生対策の推進〜
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３．法改正事項〜個人事業主等の安全衛生対策の推進〜
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３．法改正事項〜個人事業主等の安全衛生対策の推進〜
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３．法改正事項〜個人事業主等の安全衛生対策の推進〜
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2021年4月1日今夏の熱中症対策
☆ガイドラインを踏まえた対応☆

４



４．今後の熱中症対策☆ガイドラインを踏まえた対応☆
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「職場における熱中症防止防止対策に係る検討会」により、
「職場における熱中症防止のためのガイドライン」が策定、公表されました。（令和８年３月）

ガイドラインの内容

熱中症によるリスクを把握・評価
① 有害性要因の特定
② ＷＢＧＴ値の把握
③ 熱中症リスクの評価・検討

必要な対策を選択
① 安全衛生管理対策の確立等（管理者選任、作業計画策定、報告体制の整備ほか）
② 作業環境管理（ＷＢＧＴ値の低減、休憩場所整備）
③ 作業管理（時間短縮、暑熱順化、プレクーリング、水分・塩分摂取、服装ほか）
④ 健康管理（健康診断結果に基づく対応）
⑤ 労働衛生教育
⑥ 異常時の措置

ガイドラインの対象
熱中症のおそれのあるすべての作業



４．今後の熱中症対策☆ガイドラインを踏まえた対応☆

25

熱中症によるリスクを把握・評価
ステップ① 有害性の要因の特定

事業場又は現場の熱中症の要因となりえる暑熱に関する要因があるか特定
Ⅰ︓高温多湿な作業環境
Ⅱ︓連続作業
Ⅲ︓通気性や透湿性の低い衣服や保護具
Ⅳ︓身体作業負荷の大きい作業

作業の場所

作業のきつさ服装・保護具

作業時間



４．今後の熱中症対策☆ガイドラインを踏まえた対応☆
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熱中症によるリスクを把握・評価
ステップ② WBGT値の把握

特定した暑熱要因のある作業場所での測定を行うのが望ましい。

（WBGT測定器の例）

■ 日射がない場合
WBGT値 = 0.7×自然湿球温度＋0.3×黒球温度

■ 日射がある場合
WBGT値 = 0.7×自然湿球温度＋0.2×黒球温度＋0.1×

気温（乾球温度）

使用するWBGT指数計は、JIS Z8504またはJIS B7922
に適合したものを用いることが求められます。



４．今後の熱中症対策☆ガイドラインを踏まえた対応☆
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熱中症によるリスクを把握・評価
ステップ③ 熱中症リスクの評価

着衣補正したWBGT値と身体作業強度及び暑熱順化の状況に応じたWBGT
基準値に照らして熱中症のリスクを見積もる。

☆ 着衣補正図
☆ WBGT値基準値

補正したWBGT値で身体作業強度及び熱順化状況に応じたWBGT基準値
を見て、その基準値を超える又は超えるおそれがある場合は、必要な措置
を講じる。



４．今後の熱中症対策☆ガイドラインを踏まえた対応☆
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着衣補正図（抜粋）
ガイドラインの表を確認してください。



４．今後の熱中症対策☆ガイドラインを踏まえた対応☆
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４．今後の熱中症対策☆ガイドラインを踏まえた対応☆
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ステップ①
熱中症リスクとなり得る暑熱に関する要因があるか特定しましょう

（熱中症になりそうな作業、場所を探そう）

ステップ②
熱中症リスクがあると判断した作業、場所についてWBGT値を測定しましょう

ステップ③
WBGT値を着衣補正値で補正して、WBGT基準値と照らしてリスクレベルを見積もりましょう

熱中症リスク低減のための措置の検討



作業場所のWBGT値の低減

４．今後の熱中症対策☆ガイドラインを踏まえた対応☆
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措置の検討の順番

作業環境管理

作業時間の縮減、水分・塩分補給など

作業管理

WBGT値低減のための措置がとれない又はとって
もWBGT値基準値を超える、超えるおそれがある



STOP︕熱中症クールワークキャンペーン

32

今年もやります︕︕



2021年4月1日

令和８年熊本地震対応

補



補．令和８年熊本地震対応
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補．令和８年熊本地震対応

35



さいごに

36

地震被害に遭われた方々に心よりお見舞い申し上げます。
災害対応に従事する方々の日々の復旧、復興に向けた対応に尽力さ

れていることと拝察いたします。

どうかケガなく、その対応がスムーズに進むことを祈念し、監督署
としても必要な取組を進めてまいります。


